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研究主題 基礎 ・基本を身に付け活用できる書写指導の工夫

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

様 々な情報が氾濫す る現代社会において は、それ らを適切 に判断 して取捨選択 し、自分の

生活 に生かせ るよ うにす ることが大切 である。 また、価値観が多様化す るなか、個性 を生か

す ために、豊かな表現力が必要 とされている。

一方
、国語科書写 において は、 目的や意図に応 じて適切 に表現す るための言語活動 の基本

的 な力を養 うとい う役割を担 っている。文字を正 しく整えて書け ることは、生涯 にわた り、

自信 を もって 自己表現できる手段 の一つ とな り得 るのである。

本部会の意識調査によれば、児童 ・生徒 は文字 を書 くことが好 きであ り正 しく整 った文字

を書けるように したい とい う願いを もって いる。小学校低学年では新 しい文字 と出会 うこと

に喜 びを感 じ、中学年 ・高学年では褒 め られたい、認め られたい とい う気持ちが強 くな り、

適 時、適切に評価 され ることが書 く意欲へ とつなが っている。中学校 においては、日常生活

で使用す る文字 の多 くは手書 きがふ さわ しいと考えて いること も読 み取 ることがで きた。

その反面、小学校低学年で は文字 を書 くことに興味を もち意欲的に取 り組めたのが、学年

が進む にっれ 自他を比較 し、技能 の差 を認識す るよ うにな り、苦手意識 を もっ児童 ・生徒が

増 えて くる。 その原因は、基礎 ・基本が身 に付 いていかない ことや評価が文字 の巧拙 といっ

た印象を規準と して行われ ることが多 く、児童 ・生徒が成就感を得 られないためであ ると考

え られ る。

そこで まず、書写の指導 に対す る教師の意識を変えてい く必要がある。毛筆指導 は、硬筆

の文字を分か りやす く指導す るための基礎であ り、毛筆の作品を仕上 げることが 目的ではな

い。書写で学 んだ ことを 日常生活 に生か してい くことが重要であ る。 また、児童 ・生徒が基

礎 ・基本を身 に付 けられ るよう指導 の工夫を してい くことも必要である。

以上の ことか ら本年度 は 「自分で課題を見つ けよ うとす る児童 ・生徒」 「文字 の基準 を正

しく理解 しよ うとす る児童 ・生徒」 「自分の課題 に向け努 力 し解決 しよ うとす る児童 ・生徒」

「学んだ ことを 日常生活 に生かそ うとす る児童 ・生徒」を目指 し、本研究主題 を設定 した。

1研 究 の 構 想

1研 究の基本的な考え方

基礎 ・基本を身に付 けるよ うにす るためには、 まず発達段階に応 じた基礎 ・基本を明 ら

かに し、定着で きるよう指導の手立てを工夫す る必要が ある。 さらに、学 習過程において

児童 ・生徒が 自分 の課題に気付 くとともに、 自 ら課題意識を もって学習に取 り組む ことが

で きる力をっ けられ るよ う支援 して い くこと も大切であると考 えた。

また、自分の課題 に対 して意欲的に取 り組め るよ うな学習活動や評価を工夫 し、児童 ・

生徒が 自分の力で課題を解決で きるよ うにすれば、達成感 ・成就感が得 られ ると考えた。

児童 ・生徒が書 くことに対 し喜びや 自信を もつ ことがで きれば、 日常の書写活動に生かそ

うとい う意欲につ なが る。

以上の ことにっ いて、授業研究を通 して研究を進 めることに した。
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2、 研究の全体構想図

i児 童 ・生 徒 の 実 態

小学 校低学年 小学 校中学年 小学校高学年 中学校
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,※ 上の表中の吹き出しは、特に傾向の大きかった結果を、子供たちの 「っぶやきjと してまとめたものです.

社会の実態C〔====」

社会の要請

自分で課題を
見つけようとする

ざ す 児 童 生 徒 懐

自分の課題に向け、
努力し解決しようとする

研 究 主 題

国語科の目標

国語科書写のねらい

学んだことを
日常生活に生かそうとする

基 本 を 身 に 付 け 話 用 で ぎ る 書 写 指 導 の 工 夫一
仮 説

自分の課題に対 して意欲的に取 り組み、課題を解決できた学習過程の中で、児童 ・生徒が自分の課題に気付き、課題
意識をもって学習に取 り組める一 本を身に付i達 成感 ・成就感を得られれば、学習 し 一T」`+の 子 、 び 日常の書写あ活
}る こ で るで つ。iに 一か していく意欲にっながるであろう。
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自分の課題に気付 き、課題意識をもって学習 意欲的に取 り組み、達戒感 ・戒就感を得るため 日 常 生 活 に 生 か す た め の 工 夫
に取り組むための工夫 の工夫

・興味 ・関心 を高める導入の 工夫 ・個々の課題に応 じるための工夫 ・毛筆学習で学んだ ことを硬筆学習に生かすた
・教材や基 準をわか りやす く提示す る工夫(教 めの工夫
材 提示 装 置 、 二 色 筆 、 「す け 一 る シ ー トJ、 拡 大文 宇

・指導計画の工夫

な ど)
・発 展学習 の工夫

・課題 に気付かせ るための 工夫(シ ール、「すけ一 ・学習形態の 工夫

るシー ト」、学 習 カー ドな ど)
・課題意識 を高 め るための 工夫(練 習用紙、学習

・評 価 のT _夫 ・掲示方法の工夫

カー ドな ど)
・評価の工夫
7

・T .T.に よ る 指 導 の 工 夫

主 題 に 迫 る た め の 指 導 の 工 夫

小学校4年 ・平仮名の筆使い 「とんぼ」

難'彰

》構' 蝋 爾

}曝 一
套ぐ幽 層

・教材提示装 置及 び二色筆の使 用

・学習カー ド(と んぼ カー ド)

・T .T.の 活 用(課 題別 グル ー プを分担)

研 究 授 業

、鷺
ぜンぎ

β㌘廟
・正方形 の用 紙(大 小)

・学習形態 の工夫(教 材 別 グルー プ)

・T ,Tの 活 用(教 材 別 グル ープを分担)



皿 研 究 の 内 容

1自 分の課題に気付き、課題意識をもって学習に取り組むための工夫

○興味 ・関心を高める導入の工夫

・ 「とんぼ」の話 をす る、 「登」の字源を

示す など教材へ の関心が高ま るよ うにす

る。

・導入時 に学 習の見通 しを もて るよ うに し、

意欲を高め るよ うにす る。

○教材や基準を分か りやす く提 示す る工夫

・必ず筆順の確認 を行 う
。

・教材提示装置を使 って筆使 いを示す。

(二色筆 の使用)

・黒板に拡大文字 を提示す る。

・一人一人 に 「す廿 一るシー ト」を配布 し、

基準を確認 しやす くす る。

○課題に気付かせ るための工夫

關 鯉
「登 」 の 字 源 の 例

二色筆を使 った指導

・試 し書きと基準を比べ、試 し書 きに 自分 の課題を赤ペ ンで書 き込んだ り、 シールを貼

った りす る。

・ 「すけ 一るシー ト」を使 って基準 と比べ、 自 らの課題 に気付 く。

(「すけ 一るシー ト」の作 り方→1cm方 眼をB4サ イズのOHPシ ー トにコ ピーす る。

表は水性 ペ ンで書 き込み もで きる。)

・用紙の大 きさを変える ことにより、課題 に気付 く。

○課題意識を高 め るための工夫

・自分の課題 に合 った練習用紙を、 自分で作成す る。

・課題意識 を高 め るために、学習カー ドに自分 の課 題を記入す る。
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○評価の工夫

・同 じ課題 を もっ グル ープ内で相互評価をす る。

・学習カー ドに評価を記入す る。(自 己評価 ・先生か らの評価や助言)

羅
く
諺
澄

2意 欲的に取 り組み、達成感 ・成就感 を得るための工夫

○個 々の課題 に応 じるための工夫

・筆使 いの入 った基準を配布 した り、練習用紙の作成例を示 した りして、 自分の課題に

合わせ て 自分で練 習用紙を作成 しなが ら練習で きるよ うにする。
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練習用紙の作成例

瀞避

○指導計画 の工夫

・2時 間連続 した授 業、1単 位時間の弾力的な運用 など工夫 し、達成感 ・成就感を得 ら

れ るよ うにす る。

・児童 ・生徒が見通 しを もって取 り組める学習計画を工夫する。

・児童 ・生徒 にとって身近 な教 材を取 り入れ る。
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○学習形態の工夫

・課題別 グループで相互評価 しやすい ようにす る。

・教材別 グループで話 し合 いを しやすいよ うにす る。

○ 評価の工夫

・評価 は、作 品に対する評価で はな く、課題 に即 した評価 を行 うことにより、達成感 ・

成就感を得 られ るよ うにす る。

・メ ッセー ジカー ド(友 達の良い ところを記入)の 交換をす る。

・教室掲示の工夫 ① まとめ書 きだけでな く試 し書 き も掲示 し
、変容が一 目で分か るよ

うに配慮す る。

②課題別 に掲示 し、課題が達成で きたか分か るようにす る。

課題別座席表の例 試 し書きとまとめ書きの掲示の例

メ ッセー ジカー ドの例
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OT.T.に よる指導の工夫

・個別 指導 の時間や機会を増やす。

・課題別 グループを分担 し、適切 な助言 ・評価ができるようにす る。

・役割 を分担 し、指導にあた る。
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、
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ム

多
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蘇
SJ

劉
3日 常生活 に生かす ための工夫

O毛 筆学習を硬筆学習 に生かす ための工夫

・学習 した ことが、 日常生活に生かせ るような学習 カー ドを工夫す る。

とん ぼ →・

登 る →

と→ 曲が りのある字

ん→折 り返 しのある字

ぼ→結 びのあ る字

文字 の大 きさ

(漢字 と平仮名)

鳴 く ・歌 う

漢字仮名交 じり文

を硬筆 で書 き、他 の文字に も生かせ るよ うにす る。

・記名に筆ペ ンを用 い、 日常的 に使用で きるようにす る。

○掲示方法の工夫

・教室の文字環境 を整え、文字 に対す る意欲を喚起す る。

○発展学習の工夫

・日常 生活の中で 目に触れ る明朝体 ・ゴシ ック体以外の文字

を新聞か ら探 しと り、文字 に対す る関心を さらに促す。

・書写で学ん だ ことを他の学習や 日常の文字に生かせ るよ う

機会を とらえて継続的に指導す る。
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国 語 科 書 写 く基礎的・基本的事項〉

ー

◎。

1

○硬筆に関して ●毛筆に関して ・硬毛共通

小 学 校

中 学 校低 中 高
i年12年 3年14年 5年16年

・ 正 し い 字 形 ・ 筆 順

基

礎
●

基

本
一

知 理

識 解
一

○点画の長短 ・方向

○文字の組み立て方 一

●用具の扱い

○字形,大 きさ,配 列

一m(よ しあ しの判断)一
○ 字 形,大 き さ,配 列

一一(理 解
,実 践)

○字形,大 きさ,配 列 ・配置(全 体の調和)

0

0点 画の接 し方,交 わ

り方,方 向 ○文字の大きさ,配 列

(読みやす く書く)一 一 (理 解,実 践)一 一一一一→

〈準備,片 付け〉

●筆使い (正 し い 筆 使 い の 定 着)

b

・目的や必要に応 じて選ぶ 一

〈始筆,送 筆,終 筆〉

〈点画の長短,方 向〉 ●点画の接 し方,交 わ

り方,方 向

●文字の中心,画 間

●文字の組み立て方

●文字の大きさ,字 配

り

う

● 行 書 に っ いて も同 様 一一一・

〈筆 の 当て 方,筆 圧 〉

姿

勢

τ

正 し い 姿 勢 の 実いすに浅く腰か

ける

背筋を伸ばす

両足をっける

一(

●正 しい筆の持ち方

践)一 一一

○正 しい鉛筆の持ち方

・机,イ スの調節

・用具の置き方

〉(筆 ・ 鉛 筆 の 持 ち 方 の 意 識 化)

:

態

度
一

意 心

構

識 え
一

・興味,関 心をもっ

○用具を整える

く鉛筆を削る〉

〈硬筆用下敷の利用〉

・丁寧にゆっくりと書

く

課題をもって書 く

●用具を整える

ぐ筆 ・硯の手入れ〉

こ
》

暖 嶺 麟 えて速く書く 一._
・文字を自ら進んで工夫 して丁寧に書く

・書写の能力を生活に役立てる態度

○毛筆学習の成果を硬

筆に生かす



IV実 践 事 例

<小 学校第4学 年>

1単 元 名 平仮名の筆使い 「とんぼJ

2単 元の目標

・平仮名 の 「曲が り」 「結 び」 「折 り返 し」な どの筆使 いを理解 して
、丁寧に書 くことがで

きる。

・毛筆で学んだ ことを硬筆 に発展 させ ることがで きる。

・課題意識を もって、意欲的 に取 り組む ことがで きる。

3単 元 について

第4学 年 におけ る書写学習 は、文字の組み立て方 、文字の大 きさや配列 に注意 して書 くと

ともに、点画の接 し方、交わ り方、方向に注意 し、正 しく書 くことや、文字の中心 、画 と画

との間隔 に注意 して形を整えて書 くことの指導が重視 され る。その中で特 に本単元は、平仮

名の筆使 いを学習す ることで、漢字 との違 いに気付 き、文字を整えて書 く技能 ・態度 を高め

ることをね らいとす る。平仮名の性格 は毛筆の特性 によって形成 されて きたことか ら、硬筆

よ りも、毛筆で扱 うことによってその特性が把握 されやす い。

毛筆での平仮名 の学習 は、3年 時に 「っ り」で学習 した。比較的易 しい文字で、 「は らい」

を学ん だ。本単元で は、字数は3文 字にな り、 「曲が り」 「折 り返 し」 「結び」のあるやや

難 しい平仮名である。

本単元を通 し、児童が 自分の書 いた文字か ら教材文字 との比較 によ り課題を 自ら発見 し、

自分のめあてにあ った練習がで きるようにさせてい きたい。そのために、学習カー ドを用い

なが ら、個々のめあてを もち、それを確認 し、 自己評価や児童間での批正及び評価がで きる

よ うな指導の工夫を した。

4研 究主題との関連

(1)自 分の課題 に気付き、課題意識をもって学習 に取 り組むための工 夫

① 興味 ・関心を高め る導入の工夫

・本物 の とんぼを見せた り、 とんぼに関連 した詩の暗記を取 り入 れ、教材 を身近 に感 じ

られるよ うにす る。

② 教材 や基準をわか りやす く提示す る工夫

・教材提示装置や拡大文字、二色筆な どを使 って、筆使 いが よ く分か るよ うにす る。

③ 課題 に気付 かせ るための工夫`'
キ い

・基準を書 き込ん だ教材文字 と試 し書 きと ・ 蔑 ・ 、 ノ

を比較し、赤ペンで気付いたこと鰭 き く義 説

込 むことによ り、課題を はっきりっか め

るよ うにす る。

・平仮名の字形を と らえやす くす るため、

練習用紙 を正方形 に し、ま とめ書 きは3

文字が縦で並ぶ長方形の用紙 にする。
教材提示装置 ・二色筆
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④ 課題意識を高め るための工夫

・児童自身で練 習用紙 を作成す るため に、作 り方 の例 を示 し、児童が作 りやすいよ うに

す る。

⑤ 評価の工夫

・まとめ書 きに評価 シールを貼 り、 自分の課題 を振 り返 り、 自己評価できるよ うにす る。

・児童 自身の言葉で 自分の課題が書 けるよ うな学習 カー ド(と んぼカー ド)を 工夫す る
。

② 意欲的に取 り組み、達成感 ・成就感を得 るための工夫

① 個 々の課題 に応 じた練習用紙の工夫

・自分の課題 に合 った練習用紙を児童 自身で作成 させ、意欲的 に取 り組め るよ うにす る。

② 指導計画の工夫

・第1時 は課題を二っ作 るので60分 扱いにす る。

③ 学習形態 の工夫

・前時に作 った課題を基に、課題別の グループを作 り、相互評価などに役立っよ うにす

る。

・児童の机の配置を工夫 し、児童相互 で学習の状況が見合える場を作 る。

④ 評価の工夫

・作品に対す る評価 でな く、 自分の課題 に対す る評価 となるよ うな学 習カー ド(と んぼ

カー ド)に す る。

・学習カー ド(と ん ぼカー ド)は 課題か ら評価 まで一貫 して書 ける形 にす る。

・試 し書 きとまとめ書 きとの比較を シールを使 うことによ り達成感 ・成就感 の喜 びを味

わえるよ うにす る。

⑤T.T.に よ る指導 の工夫

・課題別 グループを分担 して担 当す ることに より、個別指導の時間や機会を増やす。

・個別に声掛 けす るこ とにより課題 に対す る評価 に役立 てる。

(3>日 常生活に生かすための工夫

① 毛筆学習を硬筆学習 に生かす ための工夫

・毛筆で学習 した ことを、その時間内で硬 筆に生かせ るような学習 カー ド(と んぼカー

ド)の 工夫をす る。

② 掲示方法の工夫

・文字環境を整え、文字 に対す る意欲 を喚起す るため に、前 時に書 いた もの と本時に書

いた もの とを比較 して見る ことがで き、成果が明 らか になるような掲示をす る。

TTに よる指導

翼遜
調

ガ
緑
、

ん
馬

ど
ん
謹

ん
礒

と
翫
犠

比較できる教室掲示の工夫

響
ん
もま
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5児 童の実態

書写の時間は、丁寧 に書 くとい う意識は もって いるが、普段 ノー トに書 く時 は、雑 になっ

た り、癖のあ る字 になった りしが ちである。23名 中、鉛筆の持ち方が ほとん どで きて いな

い児童 は5名 、親指の位置や鉛筆の傾 く方向などに課題のあ る児童 は3名 であ る。

r試 し書 き→教材文字 との比較→ 自分のめあての確認→ 練習→ まとめ書 き→ 自己 ・相互批

正の学習』のパ ター ンを1学 期 に繰 り返 して きた。試 し書 きと教材文字 とを比較 し、 自分の

課題が見っけ られ るよ うにな って きている。

本単元に入 る前 に、普段 の授業時に児童の書 いている文字の特徴を課題文字の 「と」 「ん 」

「ぼ」で調べてみた。 その結果 は、以下の通 りであ る。

《文字例》

la

と
cと

bと

dと

一

*だ い た い で きて い る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …2人

a2画 目 の 始筆 が1画 目 よ り上 の 位 置 か ら入 る8人

b曲 が りが 滑 らか で な く、 角 張 って い る …2人

c2画 目 の 終筆 が 止 ま って い な い ・ ・ ・ …4人

d2画 目 の 終筆 が 始 筆 よ り長 い ・ ・ ・ …20人

V

a

V

bん *だ い た い で きて い る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …2人

a始 筆 の 入 る位置 が左 よ りにな って い る …6人

b折 り返 し一 つ 目が全 く くっつ い て い る ・ ・10人

c折 り返 し二 っ 目 が丸 くな る 。 ・ ・ ・ …10人

d終 筆 の は らい を止 め る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …3人

e終 筆 の は ら う方 向が 違 う ・ ・ ・ ・ ・ ・ …6人

C

ん
d

ん
e

h

1

la、 、

1"1ほ

b、 、

ぽ
*だ い た い で き て い る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …1人

a1画 目 の は ね が な い ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …15人

b9画 目 の 綾 線 が そ り す ぎ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …7人

c結 び の 形 が 三 角 に な っ て い る ・ ・ ・ ・ …6人

d結 び が 大 き い 丸 に な っ て い る ・ ・ ・ ・ …5人

e4画 目 の 終 筆 が 止 ま っ て い な い ・ ・ ・ …2人

干
「い レば

de 、し

6指 導計画(4去 時間扱い)

第1時 平仮名 の 「曲が り」 「折 り返 し」 「結 び」な どの筆使いにつ いて学 習

(1?3時 間扱 い)す ることを知 り、 ・と・ の 「曲が り」の筆使いに気を付 けて書 く.

第2時"ん"の 「折 り返 し」の筆使いに気 を付 けて書 く。

第3時"ぼ"の 「結び」の筆使 いに気を付 けて書 く。

第4時 自分の課題を もって、 「とんぼ」の まとめ書 きをす る。(本 時)

2※

3時 間 は、次単元で調整。

7本 時の指導(4抑 扱いの第4時)

(1)目 標
・前時で立てた課題に合わせて

、 自分で練 習用紙を作 ることがで きる。
・作 った練習用 紙で

、 「曲が り」 「折 り返 し」 「結 び」の筆使いの練習をす ることがで

きる。
・L筆 で学 習 した ことを硬筆 に生かす ことがで きる

。
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(2)展 開

学 習 活 動

1.学 習 の ね らい を知

る。

教 師 の 支 援

T.

・ 「曲が り」 「折 り返

し」 「結び」を生か

してまとめ書 きをす

る学習であ ることを

知 らせ る。

T2

「曲が り」 「折 り返 し」 「結び」の学習 を生か して書こう

2.前 時で立てた 「と

んぼ」のめあてを確

認す る。

3.ウ ォー ミング ア ッ

プを す る。

4.各 自の課題を基 に

練習用紙を作成 し、

「とんぼ」を練習す

る。

て
煮

欄
ち　

鰯繍

・各 自のめあてを振 り

返 らせ、めあて ごと

の座席であ ることを

確認す る。

・ 「とんぼ」の空書 き

を児童 と共にす る。

(掌で)
・練習用紙の作 成例 を

示 し使 い方 を説 明す

る。

・ 「曲が り」 「折 り返

し」 「結び」の筆使

い を 確 認 し示 範 す

る。
・練習用紙の作成例を

貼 ってい く。

・各 自の課題 にあ った練習用紙 を作 り、練習を

させ る。
・T1 、T、 によ り、課題に合 った練習用紙作

りがで きているか確認 し、助言する。
・筆使い、姿勢 につ いて、個別指導する。

[還澄整1潔

主題 に迫 る

ための手立て

i

I

l課 題 別 グル ー プ
i

i

5.ま とめ 書 きを す る。

A

B

C

●ll灘 書「… … 一

・担当のグループについて個別指導す る。

T.T.に よ る 指 導

6.前 時 に書いた 「と

ん ぼ」 と比べ て 自分

の課題が達成 で きた

か調べ、評価 と感想

を書 く。

とん ぼ カ ー ド

(め あ て)

教材提示装置

二色筆

既習の練習用紙 の

f乍例例

用紙

(15x45)

'一'一'一'一 咀一 暉}"一'一'一'一'一'一`一 層一'一'一'一 「1

「ぼ」の形などD全 部の字(形 、止め)1

・ぼ・の結びE「 ん」 とバラ ンス ・中心i

「と 」Frん 」1

._._._._._._.i

・前時に書 いた まとめ

書 きと本時 に書いた

まとめ書 きを グルー

プ で共同批 正させ る。
・自分のめあてがで き

たか確か めるように

助言す る。

相 互評価

自己評価

とん ぼカー ド

(評価 ・感想)

・自分の言葉で書 くよ うに助言する。
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7.成 果 を 発 表 す る。 ・めあての達成の著 しい児童の試 し書 きとま と

め書 きとを比べてみせる。
・各グループ ごとに作 品を発表させ る。

8.今 まで 学 ん だ こ と ・とん ぼ カー ドに 「と とん ぼ カー ド

を生かして硬筆で書 んぽ」 を硬筆 で書か (硬筆のまとめ

く 。 せ る 。 書 き)
・姿勢、鉛筆の持 ち方、毛筆 で学習 したことな

どを個別指導す る。

・学習 したことを 日常 ・硬筆の平仮名 カー ド

生活に生かす大切さ を提示す る。

を話す。

(3)評 価

・自分の課題 に合 った練習用紙が作れたか。

・自分の課題 を基に 「曲が り」 「折 り返 し」 「結 び」の筆使いがで きたか。

・毛筆で学習 した ことを硬筆に生かせたか。

8考 察

(1)自 分の課題 に気付 き、 自ら課題 をもって学習 に取 り組むために

基準 を書 き込んだ教材文字 と試 し書 き とを比較 し、赤ペ ンで自 ら気付いた ことを記入す

ることによって、児童一人一人が意欲的 に課題 を もって学習 に取 り組む ことがで きた。 ま

た、字形 だけでな く、始筆や終筆な ども意識 して書 いていた。 しか し、各 自の課題に合 っ

た練習用紙 を作 ることが難 しく、教師の助言が必要な児童 も見 られ た。今後はよ りきめ こ

まやか な助言 を工夫 し、 自 らの課題にそ って作れ るように指導 して い く必要がある。

二色筆 を使 って教材提示装置で見せた筆使 いは具体的で、児童が興味 を もち、分か りや

すか った。正方形の練習 用紙は児童に とって取 り扱いやす く、平仮名 を とらえやす くした。

(2)意 欲的 に取 り組み、達成感 ・成就感を得 るために

課題別 グループでの学習 は練習 用紙作 りや相互評価な どを通 して課題意識を互いに高め

ることができ、有効だ った。 また、机の位置 を工夫 した ことも効果 的であ った。 しか し、

課題別 グループは、集中力の持続 や教室の広 さな どの問題 もあ り、効果的に取 り入れ る工

夫を してい く必要があ る。

第1時 では2つ の課題を決めるため、60分 扱 いに した ことで児童 がゆ とりを もって、意

欲的に取 り組 む ことがで きた。

学習 カー ドを使 った取 り組みは児童 自身が文字 の変容に驚 き、達 成感を得 られ る学習 と

な った。 しか し、記入に時間がかかる とい う課題が残 っている。

T.T.はT,、T2と もに役割分担 を決めて指導 にあた った。課題別 グループを分担 して

個別指導 した。一人一人へ声を掛 けた り、手 を添えて運筆 を指導す る機会が増え、児童の

課題にそ った指導がで き、児童の成就感へっなが った。

(3)日 常生活に生かす ため に

学習 カー ドで硬毛の関連を図 った ことは、書写 の学習で習 った こ とを 日常生活に生かす

こ とがで きるとい う自信につなが った。掲示方法を毎時間の成果が分か るように した こと

や学習 カー ドへの教師の助言 は、児童の励みにな り、 日常 の文字の変容へっなが った。 こ

の意欲を今後 も持続す る指導 を工夫 してい きたい。
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<小 学校第5学 年>

1単 元 名 文字の大きさ(漢 字と平仮名)「 登る」

2単 元の 目標

・漢字 と平仮名 との大 きさに注意 し、正 しく字形を整えて書 くことができる。

・それぞれの文字の大 きさを考えて、見やす く読みやすい言葉や文を書 くことがで きる。

3単 元 について

児童 は 「文字の大 きさ」について、4年 生の学習で 「平仮名 は漢字よ り少 し小 さめに書 こ

う」 とい う目標 で学んで きてい る。それ らを基に して、 ここでは、漢字 と平仮名の大 きさの

均衡 にっ いて学 習す る。 また、文字の大 きさにつ いてだけでな く、見やす く読みやすい表現

には、毛筆の場合 には、点画の太 さも関係 していることに も気付かせ る。

そ こで、毛筆を使用 して、漢字 は平仮名 より大 きめ に書 くことと共に、画数の多い文字 は

細 めに書 くこと ・画数 の少ない文 字は少 し太めにす ると形が整い、バ ランスがよ いことなど

につ いて児童の理解を促 したい と考え る。そ して、毛筆で学習 した ことを生か し、縦書 きや

横書 きな どの硬 筆の学習を通 して確 かめをす ることにより、文字の大小 ・全体の構成 ・行の

中心 などの基礎的 ・基本的内容 を定着 させたい と考え、本単 元を設定 した。

4研 究主題 との関連

(1)自 分の課題 に気付 き、課題意識 をもって学習 に取 り組むための工夫

① 興味 ・関心 を高め る導入 の工夫

・ 「登」の字源を示 し、教材への関心が高 まるようにす る。

② 教材や基準を分か りやす く提示す る工夫

・拡大文字を提示す る。

・確 認 しやす いよ うに一人一人 に 「すけ 一るシー ト」を配布す る。

③ 課題 に気付かせ るための工夫

・教材文字 と自分の試 し書 きとを比較 して、気付 いた ことを赤ペ ンで書 き込むよ うにす

る。

・ 「すけ 一るシー ト」 を使 って基準 と比べ、 自 らの課題 に気付 く。

・自分の課題を学習カー ドに記入す ることにより、その課題をよ り明確にす る。

④ 課題意識を高め るための工夫

・児童 自身で練 習用紙 を作成す る。

⑤ 評価の工夫

・自分 自身の言葉で自分の課題 に対 しての評価を記入で きるよ うな学習カー ドを工夫す

る。

(2)意 欲的 に取 リ組 み、達成感 ・成就感を得 るための工夫

① 個 々の課題 に応 じるための工夫

・自分の課題 に合 った練習用紙を児童 自身 に作成 させ 、練習 させ ることで意欲的に取 り

組め るよ うにす る。

② 指導計画の工夫

・学習を中断 させないために、2時 間連続 した授業 を行 う。
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③ 評価の工夫

・作品 に対 してで はな く、 自分の課題に即 した評価 となるような学 習カー ド(登 る1iカ

ー ド)に す る
。

・友達の作品の良 いところについて書いたメ ッセー ジカー ドの交換 を行 い、お互 いの良

さを認め合え るよ うにす る。

④T.T.に よる指導の工夫

・T.T。によ る指導 を行 い、個に応 じた適切な助 言 ・評価がで きるようにす る。

・児 童の要求 に こたえ られ るようにす る。

(3)日 常生活 に生かす ための工夫

① 毛 筆学習を硬筆学 習に生かすための工夫

・毛筆で学習 した ことを硬筆 に生かせ るように、教材を 日常 生活の中か ら取 り上げてい

く。(生 活 目標 を書 く。)

② 掲 示方法の工夫

・文字環境を整え、文字 に対す る意欲を喚起す るために、試 し書 きとまとめ書 きとを比

較 して見 ることがで き、成果を認 め合え るよ うな掲示をす る。

5児 童の実態

漢字テス トや作文を書 くとき、 「一画一画丁寧に。」 とい う声掛けが あると、正 しく丁寧

に書 こうとするが、 日常の文字 につ いては、 あまり意識 されていない。

文字を書 くことを楽 しい と感 じてい る児童 もいるが、苦手意識を もって いる児童 も多い。

練習の成果を少 しずっで も認 めて い くことで、書 くことへの意欲を高あて いきたいと考えて

いる。

漢字 と平仮名 との大 きさにつ いて は、 ζ書 く善などの ように漢字 と送 り仮名の文字を書 く

ときは、やや漢字を大 き く書 くことがで きる。 しか し、文章を書 くときは、画数 の多 い漢字

を書 くとき文字 は大 き くな りが ちであるが、全体的に見 ると、平仮名の方が大 き くなった り、

すべて同 じ大 きさであ った り、大 きさのバ ラ ンスに留意 しなが ら文字を書 く児童 はあまりい

ない。

また、文字や行の中心 を考 えて文字や文章を書 くことについて は、半数以上の児童が意識

してい るが、文字 と文字 との間隔 にまで気を配れる児童 は多 くはない。本単元を通 して一 文

字一文字 を正 しく書 くことだけで な く、見やす く読みやす く書 くために、文字の大小、中心 、

間隔な どに注意 して書 こうとす る態度 も育て ることが必要である。

6指 導計画(4時 間扱 い)

第1・2時 漢字 と平仮名 との大 きさに注意 して ¢登 る3を 整えて書 く。(2時 間)

(本 時)

第3時 硬筆で文字 相互 の大 きさの比率 に気 を付 けて、読みやす くr登 る』r歌 う』

ゼ鳴 く還 を書 く。

第4時 学習の まとめ と して、硬筆で各 自の生活 目標 を書 く。

7本 時の指導(4時 間扱いの第1・2時)

ω 目 標
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・ 「登 る」の文字の大 きさに関 しての 自分の課題 を見つ けることがで きる。

・ 「登る」を漢字 と平仮名 との大 きさに注意 して書 くことがで きる。

・練習用紙 を工夫 し、進んで練 習をす ることがで きる。

(2)展 開

学 習 活 動

1.「 登 る」 と い う文

字 を書 くこ とを知 る。

2.「 登 る」を空書 き

す る。

3.硬 筆 と毛筆 とで試

し書 きをす る。

4.自 己批正をす る。

赤ペ ンで直 しをす

る。

「すけ 一る シー ト」

を操作 しなが ら基準 に

つ いて考える。

国一團
5.基 準にっ いて知 る。

自己批正 して分か

ったことを発表す る。

教 師 の 支 援

T.

・児童の関心が高 まる

ように、 「登」の字

源を提示す る。

・筆順の確認をす る。

T2

・はっが しらの筆順 を

板書す る。

・筆の持 ち方 ・姿勢な どについても助言する。

・筆順の分か らない児童 に声掛 けをす る。

・教材文字 を配布す る。

・良い点 を見つけて ほめ る。

・漢字 と平仮名 との大

きさの違いに気付 く

ように シー トを操作

す るよ う助言す る。

'「 す 」堕一る シー ト」

を 配 布す る。

主 題 に 迫 る

ための手立て

T.T.に よ る 指 導

基準などの記入の

ない教材文字

同 『け 一るシ ー ト」

基準

①縦 の長 さは、ほとん ど同 じ。

②横幅 は、 「る」がせ まい。

・画数の多い文字 はや

や細めに書 くこと、

「る」の幅 は 「登」

の12画 めの長 さと

ほぼ同 じにす ること、

平仮名 は丸みのある

線 にす ることも指導

す る。

自分 のめあてをつ くろう

・確認 した基準を提示

す る。

拡大文字
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6.学 習カー ドに自分

の課 題を記入す る。

7.練 習用紙 を作成 し

なが ら練 習す る。

8.ま とめ書 きをす る。

9.自 己評価 す る。

成果を発表 し合 う。

10.次 時 の学 習 内容 を

知 る。

・課題を考え られない児童には、机間指導の際

助言する。

・教 材 文 字 を 配 布 す

る。

・課題に合 った練習用紙 を作成で きない児童に

助言する。

・漢字 と平仮名 との大

きさに気を付 けなが

ら丁寧に書 くように

声掛 けをす る。

・用紙の足 りない児童

に用紙を配布す る。

・自信の もてない児童 には、教師が評価 し認め

る。

・自分の成果 だけでな く、友達の成果 も見つ け

ることのできた児童を評価する。

・次 の 時 間 は、 硬 筆 で

r登 る』 やr歌 う』

「鳴 く』 な どを 書 く

ことを伝 え る。

学習 カー ド(登 る

君 カー ド)

基準な どを記入 し

た教材文字

個々に作成す る練

習用紙

練 習用紙の作成例

学 習 カ ー ド(登 る

君 カー ド)

(3)評 価

・漢字 と平仮名の大 きさに注意 して書 くことが できたか。

・自分の課題 を もち、意欲的 に学 習す ることが できたか。

8考 察,

(D自 分の課題 に気付 き、課題意識 をもって学習 に取 り組むために

教材文字 と自分の試 し書 きとを比較 し、赤ペ ンで書 き込みをする ことにより、児童一

人一人が、 自分の文字につ いて課題 とな る点 に気付 きやす くな った。

基準を発見 し、確認 しやす くす るため に、一人一人に 「すけ 一るシー ト」を配布 した

が、 シー トの操作 に慣 れず、戸惑 っていた児童 もいた。基準につ いて全体で確認 した際、

再度 全員で シー トを使 って確か める必要があ っ菱。今後 も学 習の中で、 シー トを 活用 し

てい きたい と考え る。

学 習カー ドに児童 自身め言葉で自分の課題を書 き込む ことによ り、個 々の課題に応 じ

ためあてを よ り明確にす ることがで きた。

練 習用紙 は児童一人一人が工夫 しなが ら作成 していたが、めあて に合 った練習用紙 を

作ることが難 しい児童や、1枚 の練習用紙を作 るのに時間がかか って しま う児童 もいた。

練習用紙の作成例 は提示 したが、更に、机間指導の際に、個別 に助言す ることが必要で

あ ると考え る。
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(2)意 欲的に取 り組み、達成感 ・成就感 を得 るため に

練習用紙 は規定の与え られた ものでな く、各 自がめあて に応 じて工夫 しなが ら作成 し

た ものを使用す ることにより、意欲的に取 り組 めた。

意欲 の持続 を考え2時 間連続 した指導 を行 った。 「すけ 一るシー ト」の操作や、 自己

批正を通 して、基準を理解 した り、 自分の課題 に気付いた りす るまでの時間をよ り多 く

確保す るな ど、時間配分の工夫をす ることで、学習 に対 しての意欲 も一層高め ることが

で きたので はないか と考え る。

T.T.に よ る指導 を行 った ことで児童の要求 に こたえやすか った。更 に個別指導 の際覧

・TZの役割分担 を明確 に してお くと、 よ り適切に指導を行 うことが できた もの と考える。

(3)日 常生活 に生かすため に

試 し書 きとま とめ書 きを対に して掲示す ることによ り、児童が、お互 いに学習の成果

を認め合 い、評価 し合 うことができた。

学習のま とめ として、生活 目標を書 いた ことによ り、学 習 した ことを 日常 に生かす こ

とがで きた。

学 習 カ ー ド記 入 例
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〈中学校第1学 年 〉

1単 元 名 漢字 と仮名の調和の学習

教材 は次の6種 の課題の中か ら自由選択す る。

「強い心」 「正 しい字」 「考 える力」

「大 きな声」 「小 さな一歩 」 「未来 を語 る」

2単 元の 目標

・楷書の筆使いや字形 の整え方を理解 し、確実な筆使 いで伸 び伸 びと書 くことがで きる。

・文字の組み立てを理解 し、調和のための工夫がで きる。

・漢字 と仮名 との調和 を意識 しなが ら、個 々の文字を丁寧 に書 くことがで きる。

・学習成果 を、硬筆 での書写に活用す ることがで きる。

3単 元 につ いて

日常生活 に用い られる文章は、平仮名が約70%を 占め る漢字仮名交 じり文 である。 ここ

では、その漢字 と仮名 とを調和 して書 くことで、読みやす く、整 った作品になる ことを意識

させ、それを 日常生活に応用で きるようにす るため、本単元を設定 した。

4研 究主題 との関連

(1}自 分 の課題 に気付 き、課題意識 をもって学習 に取 り組むための工 夫

① 興味 ・関心 を高め る導入の工夫

・国語 の授業で作成 した学習標語を より良い展示作品に仕上 げるとい う目標 を もち、意

欲 を高め るようにす る。

・6種 類で はあ るが、 自分の好 きな課題 を選ぷ ことで、興味を感 じるようにす る。

② 課題 に気付かせ るための工夫

・用紙 の大 きさを変えることによ り、文字 の大 きさが画一 でないほ うが全体のバ ラ ンス

が良 くな ることに気付 きやす くす る。

③ 評価 の工夫

・まとめ書 きに評価カー ドを貼 り
、 自分 の課題 を振 り返 らせ、 自己評価す るようにす る。

② 意欲的 に取 り組 み、達成感 ・成就感を得 るための工 夫

① 指導計画の工夫

・身近 な教材を取 り入れ る。

② 学習形態の工夫

・教材別 にグループを作 り、相互評価 に役立つ ようにする。

③ 評価の工夫

・本時では、調和 について気付 くことを評価の規準 として重視す る。

・本時学習後 、展示作品を再度書いてみ て、2枚 の作 品を比較 する ことによ り、課題 を

達成 した喜 びを味 わえ るよ うにす る。

④T.T.に よる指導 の工夫

・グループを分担 して担 当す ることによ り
、個別指導 の時間や機会 を増 やす。

・個別に声掛 けす ることによ り、生徒の要求 にこたえることが できるようにす る。

(3)日 常に生かす ための工夫
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① 毛筆 と硬 筆の関連

・毛筆で学習 した ことを硬筆で生かせ る とい う
、見通 しを もって学べ るよ うな課題 を設

定す る。

② 掲示方 法の工 夫

・文字環境 を整 え、文字 に対 しての意識を高めるため、生徒の手 による生徒作品 を機会

を とらえ てた くさん掲示する。

5生 徒の実態

4月 の最初の授業で、中学校 での書写学習 を始め るに当たっての意気込みを確かめた とこ

ろ、 「もっと上手 に書 けるようにな りたい。」と書いた生徒が多か った。 しか し、そ う書いて

あ る文字 には、丁寧な、整 った もの も見 られ、 よ り良い文字を書 きたい と願 う向上意欲を感

じさせる。中には 「最後 まで投 げ出 さないよ うにす る。」 「一文字ずつ丁寧 に書 く。」 「その漢

字 の意味を考え、心 を込 めて書 く。」とい う言葉 もあ った。一方で、 「下手 だか ら、書 くのは

嫌 い。」とい う気持 ちを払拭で きずにいる生徒 もわずかなが らいる。 このよ うな生徒 の学習意

欲 を喚起 しよ うと、 目標 を絞 って基本点画の再確認 な どを してきた。

ほ とん どの生徒が書写の授業作品 については、一生懸命、丁寧に書 く努力を して いる。 し

か し、掲示物や ノー トな どの 日常の書写活動 に生か されている者は多 くない。

6指 導計画(3時 間扱 い)

第1時 文字 の大小 によって紙面上に調和が保たれていることに気付 き、作品 と

してのバ ランスを工夫 しなが ら練習 をす る。(本 時)

第2時 前時 の学習 か ら自分の課題 をつかみ、 さらに調和 の観点 を意識 しなが ら

努力 目標を設定 し、 まとめ書 きをす る。

第3時 漢字 と仮名の調和を意識 しなが ら、硬筆 で楷書 のま とめをす る。 自作の

学 習標語(国 語の授業で考え た もの)を 作品 として仕上 げる。

7本 時の指導(3時 間扱 いの第1時)

(1}目 標

・日常生活 に用 い られる文章 は
、 ほ とん ど漢字仮名交 じり文によって書かれてい ることを

確認 し、それ らを同一紙面上 に調和 させて書 こうとす る。

・漢字 と仮名の違 い による大小のみな らず
、画数や字形構成 による大 きさの違い も考えな

が ら全体を調和 させて書 くことができる。

② 展 開

学 習 活 動
教 師 の 支 援 主題 に迫 る

T, ,TZT3 ための手立て

1。 学習 のね らいを知 ・国語 の授業で作 成 し ・い くっかの作品例を T.T.に よ る 指 導

る。 た学習標語の掲示物 提示す る。

を、 よ り良い作 品に

するための方法を考

え る学習をす る、 と

い う こ とを 知 らせ
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2.前 時 までの学習を

振 り返 る。

3.各 々の課題で試 し

書 きをす る。

4.試 し書 き を基 に し

て グル ー プ ごとに話

し合 う。

る。

・同 じ大 きさの用紙に

書かれた もので も、

読みやす く、整 った

ものと、そ うで はな

い ものとがある理 由

を考え させる。

・教材別の座席であ る

ことを確認す る。

・用紙 を配布 する。 (用紙 は一文字ずつ書 くよ

うに した、大小2種 類の正方形で、班員の半

数 には大 きい用紙、残 りの半数には小 さい用

紙が渡 るよ うに配慮する。)

・書 くことへの抵抗 をな くす ような、声掛 けを

する。

・最 も読 みやす く、整

った文字の組み合わ

せ となるように、一

字ずっを選 出 し、選

んだ理 由を説明 して

も ら う こ とを 伝 え

る。

・模造紙の上 に、

・床 に模造紙を用意す

る。

グループの作品を並べさせる。

・班員の作 品を見比べ て各々の一文字ずつを用

いなが ら、話 し合 ってバ ランスの良い作品を

選び出すよう助言 する。

教材別の座席

用紙
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5。 グループ ごとに代

表者が発表す る。

6.各 班で選ん だ もの

を共同批 正す る。

・担 当の班 をまわ りなが ら、調和のとれている

代表作品が選ばれているか確認 し、必要に応

じて助言す る。

・意欲、関心、態度の評価をす る。

1漢 字 は大 きく、仮名は小 さく。

2画 数の多い もの は大き く、少ないもの

は小 さ く。

3字 形の構成

相互評価

一
犠鵜 翻の
、＼ 、 い い い1

`聴 駕
7.各 自が学んだ こと

を基に して、 自分 の

教材文字の まとめ書

きをす る。

8.学 習成果を 自己評

価す る。

9。 次時の課題 を考え

る。

鵜潮

詞
気

.
町

暴

η
ザ

、

漕諺

.

塞

着

㌔

正
し
や
宇

、̀

小
ざ
な

"
歩

穴

き

な
声

考

え

る

力

禾

来

遠

藷

る

・同一紙面上 に書 いてみて、調和を実感で きる

ようにする。

・文字のバラ ンス、字間なども考えて、調和の

とれた作品 となるよ う助言する。

・自分の言葉 で書 けるよ うに助言する
。

・作品全体 と して見た時の、文字の調和 につい

て意識 を もてるようにする。

自己評価

(3>本 時の評価

・文字の組 み立てを理解 し、調和のための工夫点 を考えたか。

・漢字 と仮 名 との調和を意識 しなが ら、個 々の文字を丁寧に書 けたか。

・硬筆での書写活動 に生かそ うとい う意欲が出たか。

8考 察

(1)自 分の課題 に気付 き、課題意識 を もって学習に取 り組むために

事前 に廊下に展示 してあ った、国語の授業で作成 した 自作 の学習標語を導入 と し、作品

を具体的 に示 したので、課題を身近 に感 じさせ ることがで きた。
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また、 「よ り良 い作品 に書 き直す」 とい う学習の意味を明 らかに し、見通 しを もったた

めに、課題意識 は予想以上に高ま った。

事前の授業で、文字数の少 ない課題文字(6種 類に限定)の 中か ら、好 きな言葉や書け

そ うな言葉を選択 したので、積極的 に取 り組 んで いた。

用紙の大 きさを変えた り、一枚 に一文字ずっ書 き、操作 しやす くしたことは、調和を確

認す るのに役 立 った。

② 意欲的 に取 り組み、達成感 ・成就感を得 るために

第3時 に、今回学ん だことを基 に して 自作の学習

標語 を書 き直 してみた。その ほとん どが右のよ うに、

大 きさ、バ ラ ンス、字間な ど整 った作品 とな り 「読

みやす くな った。」「整 った作品になった。」と満足 し

ていた。

また、 自分の書いた作品が 、みんなに注 目を喚起

す るよ うに教 室や廊下の掲 示板 に展示 されているの

は、 自信にっ なが り、次回へ の意欲を高め るもの と

な って いる。

3人 のT.T.を 試 みたことは、生徒の要求 に こたえ

られ効果的だ った。 また、課題 に気付 くまでの話合

いが十分に行 えた。生徒の感想 は 「た くさんの先生

がいたので、 いろいろな ことを教えて もらうことが

で きた。」 「いろいろな先生の意見を聞いて、考え

ることがで き、楽 しか った。」「た くさんの ア ドバイ

スを もらった。Jなどとあ り、満足感が得 られ る授業

とな った。

(3)日 常生活 に生かすために

日頃か ら、正 しい文字や整 った文字への意識を高

めてい くため には、週番活動の週 目標を書いた り、

人権週間の際に作成 した人権標語を展示発表 したり

と、機 会を と らえて文字作品の展示を し、文字環境

を整えてい く必要が ある。
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V研 究 の ま とめ と今後 の課 題

今年度 は、 「基礎 ・基本を身に付 け活用で きる書写指導の工夫」 とい うテーマで、研究を

進めて きた。視点 を、① 自分の課題に気付 き、課題意識を もって学習 に取 り組 むための工夫

②意欲的に取 り組み、達成感 ・成就感を得 るための工夫 ③ 日常生活 に生かすための工夫の

3点 に しぼ り、主題 に迫 るべ く授業研究を中心 に研究を深めて きた結 果、以下の ことが成果

と して得 られた。

1児 童 ・生徒一 人一人が 自分の課題 に気付 き、課題意識を もって学 習に取 り組 むよ うにな

った。

(1)教 材 提示装置や拡大文字 などを使 って筆使 いを示す ことによ って、文字の基 準が明確

にな り、各 自が教材文字 のイメー ジを もつ ことがで きた。

(2)試 し書 きの文字 と基準 を書 き込んだ教材文字 とを比較で きる教 具を用 いることにより

自分の課題が は っきりつかめた。

(31自 己の課題を書 き込んだ り、振 り返 ることので きる学習 カー ドを工夫す ることによ り

課題 に即 した 自己評価がで きるよ うにな った。

(4;児 童 自ら練 習用紙を作 ることで、 自分 の課題 に合 った練習を進 め ることがで きた。

2達 成感 ・成就感 を得 るための工夫をす ることにより、学習 に意欲 的に取 り組め るよ うに

な った。

(1)自 分の課題に合 った練 習をす る ことで、文字 に変容が み られ、成就感を得 ることがで

きたので、意欲的 に取 り組 む とい う相乗効果が期待で きた。

(2)課 題別 グループを編成 し、相互 に評価で きるような学 習形態を とることにより意欲的

に取 り組め ることがわか った。

(3)試 し書きとまとめ書 きとの比較 によ り課題を達成 した喜 びを味わ うことがで きた。

(4)T.T.に よる指導 は、個に応 じた適切 な助言 ・評価の機会 を多 くとることがで き、児童

の意欲付 けに もな った。

3文 字 に対す る意識が高 まれば 日常生活 に生かそ うとす る姿勢が表れ ることがわか った。

(1)毛 筆学習を硬筆学 習に生かすための学習 カー ドを工夫す ることによ り、学 習 した文字

を日常書 く文字に応用で きるよ うにな った。

(?)学 習の成果が分か るように試 し書 きとまとめ書きとを並べて掲示す るなど、文字環境

を整え ることで、文字 に対す る意識が高 まった。

今後の課題 と しては次の ことが考 え られ る。

1児 童 ・生徒が楽 しみなが ら自己課 題を解決で きるよ うな指導法を開発 した り、教具を工

夫 した りして い くこと。

2児 童 ・生徒が伸び伸 びと自己表現が で きるよ うに机の大 きさ、人数 に見 合った教室の広

さ等を考慮 し、多 目的ホールや余裕教 室の活用を図 ること。

3楽 しく文字 を書 きたい、字形の整 った文字を 書きたいとい う児 童 ・生徒の願いを実現す

るため、 日常の言語活動 に生 きる書写指導の研究を継続す ること。
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